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興
那
嶺

幸
八
氏
が
初
当
選

「元
気

で
輝
く
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

今
帰
仁
村
長
選
挙
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▲当選証書が手渡された付与式

仲
里
吉
徳
村
長
の
任
期
満
了

（人

月
二
十
二
日
）
に
伴
う
今
帰
仁
村

長
選
挙
の
投
開
票
が
人
月

一
日
行

わ
れ
、
典
那
嶺
幸
人
氏
が
当
選
。

第
二
十
四
代
今
帰
仁
村
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

今
回
の
村
長
選
挙
は
二
期
目
を

目
指
す
仲
里
吉
徳
氏

（五
十
九
歳
）

と
元
村
議
会
議
長
の
典
那
嶺
幸
人

氏

（五
十
六
歳
）
が
立
候
補
。
激

し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
、
典
那

嶺
氏
が
四
百
票
余
り
の
差
を

つ
け

初
当
選
し
ま
し
た
。

典
那
嶺
氏
は
、
公
正

。
公
平
で

ひ
ら
か
れ
た
村
政
を
モ
ッ
ト
ー
に

夢
と
希
望
の
も
て
る
村
づ
く
り
に

向
け
て
今
後
四
年
間
の
村
政
運
営

の
舵
取
り
役
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
故
玉
城
吉
信
前
村
議
員

の
欠
員
に
伴
う
村
議
会
議
員
補
久

選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
、
前
村
議

員

・
小
波
津
忍
氏

（七
十
歳
）
、

与
儀
常
次
氏

（
五
十
三
歳
）
、
長

浜
利
常
氏

（四
十
三
歳
）
の
三
氏

が
立
候
補
。
新
人
の
与
儀
氏
が
次

点
に
九
百
票
余
り
の
差
を

つ
け
初

当
選
し
ま
し
た
。

与儀常次氏

村 長 選挙 開票 結 果

興那嶺幸人 3,354

仲里 吉徳 2,890

投 票 率 86.74%

村議補欠選挙開票結果

与儀 常次 2,938

小波津 忍 2,026

長浜 利常 714

投 票 率 86.45%

去
る
人
月

一
日
の
村
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
村
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民

皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
持
ご
支

援
の
賜
だ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
村
長
と
し
て

の
職
責
を
担
う
に
当
た
り
、
責
務

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

今
後
の
村
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
民
と
の
対
話
を
大
事
に
し
、
積

極
的
な
情
報
公
開
、
公
正

・
公
平

で
ガ
ラ
ス
張
り
の
村
政
を
モ
ッ
ト

ー
に
村
民
参
加
に
よ
り
、
自
立
で

き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を

就
任
の
あ
い
さ
つ

今
帰
仁
村
長

興
那
嶺
幸
入

図
り
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政
運
営
と
開

か
れ
た
村
づ
く
り
に
努
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
き
び
し
い
社
会
情
勢
、

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中

「元
気

で
輝
く
村
づ
く
り
」
の
た
め
村
民

に
約
束
し
た
八
つ
の
政
策
を
確
実

に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
員
を

は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
協
力
が
最

も
必
要
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
村
発
展
の
た
め
強
い
信
念
を

も

っ
て
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

お
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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盛
夏
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
た
び
八
月
二
十
二
日

を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了
に
よ
り
、

村
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

村
長
在
任
中
は
国
の
三
位

一
体
改

革
を
受
け
、
地
方
交
付
税
の
大
幅

削
減
、
補
助
金
の
廃
止
等
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
ビ
ユ
か
で
活
力

の
あ
る
村
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

渾
身
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
村
民
の
皆
様

に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
四
年
間
の
任
期
を
全
う
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
市
町
村
を
取
り
巻
く
状

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
村

民
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

況
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

一

ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
行
政
と

一

村
民
が

一
体
と
な
り
、
将
来
の
夢

を
持
て
る
す
ば
ら
し
い
今
帰
仁
村

づ
く
り
に
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
今
後
は

一
村
民
と
し
て
、

村
の
発
展
を
願
い
微
力
な
が
ら
協

。
　

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
農
家
の
生
産
意

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
欲
の
高
揚
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

第
二
回
や
ん
ば
る
美
ら
島

マ
ン
ゴ

▲大勢の職員が見送った退任式

比票垂☆さん倫泊)が

風恒死営 r

第2回やんぼる美ら島
マンゴー園ン謗風卜

参
帰
仁
ブ
吾
ン
ド
ロ
マ
ン
ゴ
ー
を

〔王
回
里
Ｅ
　
　
　
　
　
　
騨
百
パ
ツ
ク
出
緊
〓

七
月
十
四
日
、
今
帰
仁
産

マ
ン

ゴ
ー
の

「
ふ
る
さ
と
小
包

マ
ン
ゴ

ー
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
出
発
式
が
今

帰
仁
郵
便
局

（親
川
恵

一
局
長
）

で
行
わ
れ
た
。

昨
年
の
取
扱
い
目
標
は
五
千
個

で
実
績
が
五
千
六
百
個
。
今
年
は

六
千
個
を
目
標
に
全
国
へ
発
送
す

之０
。出

発
式
で
親
川
局
長
は

「
マ
ン

ゴ
ー
を
含
め
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ

な
ど
の
村
特
産
品
も
あ
り
、
積
極

的
に
全
国

ヘ
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き

た
い
」
と
話
し
た
。

＞

配
送
車
に
マ
ン
ゴ
ー
を

積
み
込
む
関
係
者

＜

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

比
嘉
さ
ん
夫
婦

―
コ
ン
テ
ス
ト

（主
催

・
北
部
地

区
産
業
研
究
会
等
）
が
七
月
十
四

日
、
名
護
市
の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
羽

地
支
所
で
開
か
れ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
北
部
地

区
の
生
産
農
家
が
自
慢
の
マ
ン
ゴ

ー
四
十
点
を
出
品
。
果
実
と
畑
の

管
理
状
況
を
審
査
、
今
年
も
本
村

生
産
農
家
が
最
優
秀
賞
は
じ
め
上

位
を
独
占
し
た
。

村
生
産
農
家
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

【最
優
秀
賞
】

比
嘉
峯
夫

（今
泊
）

【優
秀
賞
】

田
港
朝
茂

（天
底
）

大
城
幸
治

（今
泊
）

【特
別
賞
】

仲
本
義
朗

（仲
尾
次
）

村
特
産
品
の
熱
帯
果
樹

マ
ン
ゴ
ー
を
全
国
に
―
。
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予
存
な
催
し
写
バ
ｒ
一ぜ
わ
＝

第

２５
回
な
を
し
た
Ｚ
羽
ま

つ
り

第
二
十
五
回
な
き
じ
ん
乙
羽

ま
つ
り
が
人
月
七
、
八
日
の
両
日
、

今
帰
仁

の
駅

「
そ
～
れ
」
横
広

場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
村

内
外
か
ら
約
七
千
人
余
が
真
夏

の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

ま

つ
り
は
、
仲
里
吉
徳
村
長

ら
四
人
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト

で
幕
開
け
。
会
場
に
は
ス
イ
カ
、

ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ
、
村
産
和

牛
な
ど

の
試
食

コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
長

い
行
列
を

つ
く
る

ほ
ど
盛
況
だ

っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
村
内

で
活

躍
し
て
い
る
ス
イ
カ
ヤ
カ
ラ
ー

ズ
の
民
謡
シ
ョ
ー
を
皮
切
り
に
琉

舞
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
盆
お
ど
り
、

天
咲
ラ
イ
ブ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
中
で

も
ピ

エ
ロ

「
オ
ー
ク
ワ
ー
ズ
」
の

風
船
で
動
物
を
形
作
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
子
供
た
ち
の
目
を
く
ぎ

付
け
に
し
て
い
た
。

ロ

ロ

♂

Ｒ

▲300発が打ち上げられた花火大会

▼オープニングセレモニー(テ ープカットl▲

乙羽岳ウォーキング大会

▲闘牛大会

▼出店の様子

禽

Ｉ

藩

独
井

＞

か
わ
い
い
踊
り
を
披
露
し
た

子
ど
も
と
司
会
者

レ

大
人
気
だ

っ
た

ピ
エ
回
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

＞

大
勢
が
参
胴
し
た
盆
お
ど
り

▲カラオケ大会で優勝した運天友江さん

▲ベリーダンス

卜 ■,l i('一  ==
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▼いまじん太鼓による晴ロネ申伝説」

▲まつりに来た女の子たち

テ
た

よ
騒

´ ォ 募
聟

い

▲園児たちの踊 り

▲美しい歌声を披露 した
「天咲」

▲多くの琉舞道場の皆さんが

出演 したステージ

▲和牛試食コーナーには長い行列ができた ▲小学生女子の綱引き合戦

▲やさしい歌声を披露 した「そら」▲チビッコ相撲大会で優勝した仲宗根チーム

＞

つ
り
大
会
の
入
賞
者

＞

綱
引
き
合
戦
を
応
援
す
る
父
母

錨
惨
裁
会

●  ●

ェ!|と  こ
~~1
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北
山
口
想
（籍
）看
霧
いの記至
）

―
仲
宗
根
政
善
先
生
の
書
簡

―

我
が
郷
土
今
帰
仁
が
生
ん
だ
、

師
聖
と
仰
ぐ
仲
宗
根
政
菩
先
生
に

つ
い
て
は
、
何
度
か
こ
の
広
報

「な

き
じ
ん
」
で
も
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

琉
大
に
学
ば
な
か

つ
た
私
は
、
直

接
教
壇
か
ら
教
え
を
受
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
校

の
卒
業
時
か
ら
個
人
的
に
お
見
知

り
お
き
を
頂
き
、
ま
た
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
の
、
温
情
溢
れ
る
ご
挨

拶
、
語
ら
い
ま
た
ご
著
書
を
通
し
、

さ
ら
に
は
個
人
的
な
処
遇
を
頂
く

こ
と
な
ど
、
そ
の
都
度
温
か
い
慮

い
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

古
い
諺
に

「
三
尺
下
が

っ
て
師

の
影
を
踏
ま
ず
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
政
善
先
生
に
対
し
て

は
二
通
の
お
手
紙
を
頂
い
て
、
益
々

そ
の
感
を
深
く
し
、
限
り
な
く
尊

い
も
の
を
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。

さ
て
、　
一
つ
目
の
書
簡
は
、
昭

和
六
十
年
四
月
、
北
山
高
校
長
と

し
て
赴
任
の
折
り
に
、
先
生
に
差

し
上
げ
た
挨
拶
状
に
対
す
る
返
信

で
す
。
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま

す
が
、
概
要
は

「
母
校
の
校
長
に

な

っ
た
こ
と
を
喜
び
、
私
の
赴
任

で
北
山
高
校

へ
の
親
近
感
が
深
ま

っ
た
こ
と
、
全
村
民
も
お
そ
ら
く

同
じ
気
持
ち
で
あ
ろ
う
、
心
か
ら

奮
闘
を
祈
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

わ
が
身
を
顧
み
て
、
遥
か
な
後
輩

や
教
え
子
に
こ
ん
な
に
懇
切
丁
寧

な
激
励
の
手
紙
は
と
て
も
書
け
ま

せ
ん
。
あ
り
が
た
さ
に
思
わ
ず
涙

し
た
も
の
で
し
た
。

次
に
示
し
た
の
が
、
政
善
先
生

の
ご
直
筆
に
よ
る
二
つ
目
の
手
紙

で
す
。
涙
の
乾
か
ぬ
う
ち
に
と
、

政
善
先
生
に
校
長
就
任
の
近
況
を

お
知
ら
せ
し
、
三
十
五
周
年
記
念

誌
を
お
送
り
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
こ
と
に
対
す
る
、
さ
ら
な
る
返

信
な
の
で
す
。

三
十
五
周
年
記
念
誌
に
書

い
た

私
の

「
思
い
出
は
ほ
ろ
苦
く
」
に

ふ
れ
、
文
武
に
わ
た
る
北
山
草
創

期
の
輝
か
し
い
実
績
に
思
い
を
致

し
、
往
時
の
旧
職
員

一
人
ひ
と
り

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
記
述
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
優
し
い
心
根
が
全

編
に
流
れ
る
こ
の
ご
丁
重
な
返
信

に
、
ま
た
ま
た
目
頭
が
熱
く
な

っ

て
し
ま

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
く
た
め
に
、
久

し
ぶ
り
に
こ
の
書
簡
を
読
み
返
し
、

感
慨
を
さ
ら
に
新
た
に
し
た
次
第

で
す
。
こ
の
二
通
の
書
簡
は
今
や

私
の
宝
物
で
す
が
、
皆
様
に
も
こ

の

「
仰
げ
ば
尊
し
」
の
気
分
を
お

す
そ
分
け
し
た
く
思
い
、
公
開
し

た
次
第
で
す
。

運

天

政

一

珈

億

呻
常

奮

ｔ

角

ス

と

す
永

ｎ

７

淀
行

穂

均

多

く

つ

４

玖
Ｘ

Ｈ
ι
Ｌ

女
よ
〔

猪

η
如

工

憔
億
熔

て
ぁ
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第20回やんぼるの産業まつりは
平成16年 10月 16日 (土)～ 17日 (日)までの2日間の日程で

北部掘興金主催により名慶市民会館で開催されます。

●農林水産部会では、やんばるの自然の恵みから受ける素材を活か

した食・住・遊をパネル、写真、現物を用いて紹介することにより、地

域の再発見につながることをねらいとしました。

●商工部会では、屋内の土木建築展をはじめ建設関連業界の参加と国、

県の行政機関の積極的な協力を得て、やんばるの将来像をパネル、写

真等で紹介します。その中には、北部工業高校生による日頃の実召作

品等の展示をしています。

●観光物産部会では、北部市日」村の物産の展示、即売と観光展、観光

名所案内による観光誘客、やんばる産品の資質の向上、それに生産及

び販路の拡大を促進させるため推奨品の指定を行います。南田」村コ

ーナーは毎年大盛況となり本まつりの目玉の一つとなつております。

0イ ベント部会で1よ 、屋外の特設ステージにおいて、変わり行く時代

の中で受け継がれてゆく伝統文化 (市団」村伝統芸能)を再認識すると

ともに、その良さを改めて確認する。また、若者によるロック、ポップ

スの競演等、多彩な音楽の音色が鳴り響き、老若男女、共に主役となり

やんばるの人々の活力を結集して、盛り上げていきます。

, 新
報
児
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ン
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ッ
ク

第
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十
四
回
新
報
児
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ッ
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催
・琉
球
新
報
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等
）
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陸
上
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大
会
が
七
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、
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の
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日
、
県
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合
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動
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園
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上
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で
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本
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児
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優
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仲
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小
六
年
）

本
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町
今
帰
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村
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合
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防
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で
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度
ふ
る
さ
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団
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性
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事
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用
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た
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肺
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法
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、
広
報
そ
の
他
の
活

動
に
活
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。
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第22回 今帰仁村文化祭。作品募集 !

絵画彫刻、写真、書道.陶著←熟初、日書、生花、巖産加工品、琴作り糾理、との他

応募方法 :村教育委員会に準備してあります出品申し込み用紙に、所定の事項を明記の上、作品を添えて下記の期日までに、

搬入して下さい。

搬入期日:平成16年 10月 26日 (人)～ 11月 2日 (人 )

搬入場所 :今帰仁村教育委員会

応募資格 :応募資格は、村内居住者または、村内に職を有するもので各部門とも一人 5点まで受付けする。

展示会場 :今帰仁村中央公民館、保健センター、コミュニティセンター

展示期日:平成16年 11月 6日 (■)午後 2時～午後 5時

平成16年 11月 7日 (日 )午前 9時～午後 5時

そ の 他 :不可抗力によつて作品の破損等が生じた場合、主催者はその責任を負わない。

*出品作品は、展示終了後 4週間以内にお受けとり下さいますようお願いしヽたします。

*搬入締切日は平成16年 11月 2日 (炎)ま で、展示会場の都合によりその後の搬入は展示できませんので、

ラめご了承下さい。

尚、絵画彫亥」、生花、農産加工品、手作り料理等については、平成16年 11月 5日 (金)ま でに出品して下さtヽ 。

◇ 各種団体(婦人会、老大会等)に所属していない方は、各字公民館に作品を提出して下さい。

◇ 搬入が期日までに間に合わない場合は、先に申込書を提出してください。

問い合わせ:今帰仁村教育委員会 社会教育課

公民館主事 内間悦子 TEL 56-2645・ 2647

平 成 16キ 度
、ヽるさと消防 l∃ 活性化事業

層示部門
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疎開関係者実態調査の情報提供にご協力下さい。
沖縄県では、来年、戦後60年 を迎えることを機に、沖縄からの疎開

を受け入れた関係者に感謝の意を表すとともに、戦没者の追悼、疎開
関係者間の交流、疎開体験の継承を目的とする事業を計画しています。
そのため、本年度においては疎開関係者に関する「疎開Fttl係 者実態調
査」を実施します。

戦禍を逃れ、沖縄県から6500人余の学童が熊本県、宮崎県、大分県
及び台湾へと疎開しました。疎開体験を踏まえて当事者たちはどのよ

うに戦後を生きてきたのか、疎開関係者の実態調査を通して、命と平
和の尊さを共に考えたいと思います。

学童疎開の体験者、引率教諭をはじめ、多くの方々からの情報提供
をお待ちしています。

0調査対象者は次の方です。
・熊本県、大分県、宮崎県および台湾へ集団疎開した当時の学童・引率教諭、
世話人、もしくは物故者の血縁者

・熊本県、大分県、宮崎県および台湾への一般疎開者、もしくは物故者の血
縁者
疎開が縁で熊本県、大分県、宮崎県および台湾の市町村や団体等と交流を
実施している市呵村 学校関係者等

0疎開関係者の方は1情報提供をお願いします。
お気軽にド記までお電話ください。また、疎開関係者の「質問票」による
情報提供も受け付けています。
(質問票は、県委託業者の(財 )南西地域産業活性化センターのホームページ
からダウンロードできます。)

※調査期間 平成16年 9月 10日 (金)ま で

0お問合せ先 (財)南西地域産業活性化センター

電言舌i098-941-536フ ・5868
FAX:0989512181ホ ームページ :www niac Orip

住所 :沖縄県那覇市久茂地3-15‐ 9

0沖 縄 県 総 務 部 知 事 公 室 平 和 推 進 課
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催
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。
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３
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日
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）

午
前
１０
時
～
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５
時
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所
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今
帰
仁
村
民
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館

入
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催
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仁
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会
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仁
村
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会

★
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清
正
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号
は
清
峰
）
氏
は
、
字
運
天
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ラ
マ
）
の
出
身
で
す
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長
年
に
亘
り
書
の
世
界
で
研
鑽
さ
れ
、
本
島
中
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を
中
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に
書
作
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
村
民
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

裁判員制度について
平成 16年 5月「裁判員の参加する刑事裁判 に関する法律」が成立 しま した。

公布の日(平成 16年 5月 28日 )か ら 5年以内に施行されます。

●裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参カロしてもらしヽ、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どの
ような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

●国民のみなさんが刑事裁判に参加することにより、裁判が身近で分ア)｀ りやすしヽものとなり、司法に対する信頼の向上
につながることが期待されています。国民が裁判に参加する制度|よ、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア
等でも行われてしヽます。

Q 裁判員制度つてなに ?

A 国民のみナょさんに裁判員として刑事裁判に参加 してもらしヽ、被告人が有罪か

どうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁半U自 と一緒に決めてキっらう制度で

す。

Q 導入されることにより伺が変わるの ?

A 法律の専門家で |よ ない国民のみオよさんが刑事裁半Jに参加することによ″)、 裁

判が身近で分かりやすしヽキlの となり、司法に対する信頼の向上につながることが

期待されてしヽ茨す。

Q いつから実施されるの ?

A 「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律Jの公布の日(平成 16年 5月 28
日)から 5年以内に実施さイlま す。

Q 裁判員 (よ どうやつて選ばれるの ?

A 20歳 以上の国民のみなさんの中から、抽選で候補者を選びます。実際に裁判

員にナょるのは、この候補者の中

',｀

ら、事件ことに選任のための手続により選ばイR

た人たちです。

Q 裁判員は、10]を するの ?

A 裁判官 3人と裁判員 6人が一組とナょり、法廷で検察官の主張や被告人 弁護

人の主張、証拠の内容を見間きした上で、被告人が有罪かどうか、また有罪である

としたら、どのようナ」刑が適当かを議論 して決めます。

Q 裁判員は、どんな事件に参加するの ?

A 殺人罪、強盗致死傷罪、放文罪などの重大事件です。

Q 裁判員に選任されるとどのくらいの期間、裁判所へ行メ〕`なければならないの ?
A 多くの裁半UIよ 、数日F日日で終わります。裁判所としても充実 した裁半」を行しヽ、国

民のみなさんの負担を軽くするように努力 していきます。

Cl 私は法律を知らないけれども大文夫なの ?
A 裁判員の仕事をしていただくのに必要ナょ知識、例えば、裁判員の権限や、刑事

裁判の基本的なルール、法律の内容オJどにつしヽて (よ 、裁半」官

'D｀

てし`ねしヽに分かり

やすく説明 しますので、l~安心ください。

Q 裁判員になることは辞退できないの ?

A 広く国民のみなさんに参加 してしヽただく制度ですので、基本的に辞退 |よ でき
ナょいことにナ」ってしヽます。ただ、学生やフO歳以上の方 Iよ 辞退できますし、病気や

介護ナょどの事情で裁判所に来ることが難 ししヽと認めらオlた方も、辞退することが

できます。

Q 経済的な補償はしてもらえるの ?

A 旅費や日当方ょどが支給さイRま す。

ナ」お、法律によつて裁判員の職務を行 うのに必要ナょ時間は職場を離イlる こと

が認められてしヽ依す。茨た、雇用主 |よ 、裁判員の職務を行 うために休 l段をとったこ

となどを理由として、不利益な取扱しヽを してはならナょしヽこととさ才Rています。

*詳 しく|よ、裁判所ホームページ httpノ/www.courts gO.jp/を ご覧くださしヽ。
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国民健康保険 (国保)は 、みなさんが病気やケガをしたときの医療費を負担する大切な制度です。
ところで、その医療費が年々増え続けているのをご存知ですか ?。

不規則な生活習慣の積み重ねが原因で起る「生活習慣病」と呼ばれる高血圧、心臓病、脳卒中などの

循環器系の疾患やがん (悪性新生物)な どの疾病の増加が主な要因です。その多 くは慢性の病気で治
療が長期にわたるため、医療費増加の大きな要因となっています。

みなさん一人ひとりが医療費のことを真剣に受け止め、定期的に健診を受けることで生活習慣病
の早期発見・治療及び生活習慣を見直して、健康づくりに努め、医療費節約に役立てましょう。

今帰仁村国民健康保険係では、生活習慣病の早期発見・早期治療を目的として下記のとおり「人間
ドック」と「脳 ドック」の受診補助を実施します。

象  者 国民健康保険加入者

30歳以上～7+歳未消 (老人医療受給者を除く。)

50名 (保険税完納世帯を優先とします。)

受診料の助成額 lよ 20,OOO円 です。越えたノ刀くは自己負担になります。

①北部地区医師会病院 ②ひだか脳神経外狩

③県立北吝B病院 ④宮里病院 ⑥今帰仁診療所

平成 46年 40月 4日 ～平成 47年 2月 27日 まで

平成 46年 9月 45日 から予定人員に達するまで

診委託機関

※人間 ドック・脳 ドック両方の申し込みはできません。

一般住民健診を受診 した方は人間 ドックの受診 |よ できません。

間  合  せ 村役場保険予防課 国民健康保険係 電話56-2404(内線 42牛 426)

員

担

人

負

定

用

対

　

予

費

健

間

間

期

期

診

込

健

申

「人間トック及び日Шトックの受診日れ蔵」
健康つく↓Jてさわやがな紫顔 自分の健康は自

'デ
〕て守ろう !r」

平腕蛾 婦人利検診日程表
塘 静 芭尋 叶 ¬ Tk守 癖 手

=ヽ
レノン

対 象 者 20歳以上

受付時間 午後 2時～ 4時まで峰欝藷報 1時 )

場  所 今帰仁村保健センター
※マンモグラフィー検診、骨粗慈症検診を始めました。

先着(申込み)30名 です。イ呆健センターヘ申し込んで下さい。
※骨粗慈症検診は、先着40名です。

受診者負担
マンモグラフィー

視触診セッ

も

マンモ単独  1,300円
子宮がん 300円  乳がん 200円
骨粗慈症検診 700円 (40才以上)

希望検診は全額自己負担

計500円

ただし、70歳以上、生活保護世帯等は負担なし。

問い合わせ先 保健センター 電話56‐1234

月 日 対象地区

10月 5日 (火 ) 今泊f兼とけヽ
i

10月 12日 (火 ) 崎山:■平醐

10月 13日 (水 ) I

10月 26日 (火 ) 勢迎す●う営喜仁「圭運雰

10月 31日 (日 ) 未受診著

平成16年度

帰人科施設検診のお知らせ
対 象 者:20歳以上 先着100名程度

受付期間:受診期間 平成16年10月 1日 ～12月 25日

受診方法:希望者は、村保健センター(56-1234)で 申し込み

「婦人がん施設検診承認書」の交付を受けて、下記

の医院で受診する

※なる、学しがん検診のみ で き 。また婦人科集団検診

ません。を受けた方は、

運天産婦人科医 31

たまき産婦人科医院(名護市在)電話5牛4188

かじまやリブートクリニック(名 護市在)電話51‐1197

受診者負担金

施設検診 金  額

子宮顕・体がん。乳がん 2,200円

子宮頸・乳がん 1,600円

子宮頸・体がん 1,700円

子宮顕 1,200円

ただし、70歳以上。生活保護世帯等の負担金はありません。
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ク 3 日 (金)社交ダンス (ク ～コミセン)

ク 40日 (金)社交ダンス (ク ～コミセン)

● 講 座
●

0

“

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

9月 2 日(本)ヨガ教室 (20:00～不[室 )

// 8 日 (水)胎句芸教室 (ク ～研修室)

ク 45日 (水)陶芸教室 (ク ～研修室)

ク 22日 (水)陶芸教室 (ク ～研修室)

ク 29日 (水)陶芸教室 (ク ～る升修室)

// 23日 (本)ヨガ教室 (ク ～不[室 )

ク 30日 (木)ヨガ教室 (ク ～和室)

0

,●
●

9月は『家出少年及び福祉ぢB損害少年等の

発見保護活動強化月間J

例年夏休み明けの時期には、子供達の家出が増える傾向が見られます。

又、家出をした子供達の中には、家出中の生活費を得るため、窃盗など

の犯罪を犯 した り、風俗営業店で不家働させられた り、特に最近では、携帯

電話の「出会い系サイ ト」等により「児童買春」の被害に遭う等、少年の健

全育成を阻害する悪質な福祉犯の被害者になる場合も少なくありません。

そのため警察では、夏休み明けの 9月 1日 から 9月 30日 までの lヶ 月

間を「家出少年及び福祉犯被害少年等の発見保護活動強化月間」を設定 し、

家出少年の早期発見保護と、子供達を福祉犯罪から守るための活動を強

化することとしました。

深夜徘徊をしている少年や盛 り場等の繁華街を徘徊 している少年、家

出中の少年を発見、または、それらの情報を入手した場合等は、警察へ通

報するよう皆様のご理解とご協力をお願いします。    本部警察署

保健師
だより1子どものがらだと生佑リズム

命

楽
し
か

っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、
子

供
達
は
元
気
に
学
校
へ
行

っ
て
い
ま

す
か
？

休
み
が
長
期
に
な
る
と
、
夜
更
か
し
が

多
＜
な
り
、
朝
の
起
床
時
間
が
遅
く
な

っ
た
り
、
食
事
時
間
が
乱
れ
た
り
、
と

何
か
と
普
段
の
ま
校
の
時
よ
り
生
活

が
乱
れ
が
ち
に
な
り
、
新
学
期
は
少
し

き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
生
体
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
律
神
経
と
体
内
時
計

私
達
の
体
に
は
、
体
の
営
み
を

コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
時
計
が
あ
る
こ

と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
健
康
な
人
は

体
内
時
計
の
お
か
げ
で
毎
日
同
じ
頃

に
眠
く
な
り
、
あ
る

一
定
時
間
睡
眠
を

と
る
と
目
が
覚
め
、
同
じ
頃
に
空
腹
感

が
起
こ
り
ま
す
。
＞」
の
体
内
時
計
は
自

律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
な
ど
も

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
大
切
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。

生
体
リ
ズ
ム
と
は

生
体
リ
ズ
ム
と
は
何
で
し
ょ
う
。

私
達
は
健
康
な
生
活
を
し
て
い
る
と

き
に
は
、
昼
間
部
屋
を
暗
く
し
て
布
団

に
入

っ
て
も
、
な
か
な
か
眠
れ
な
い
こ

と
は
よ
く
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
＞」
れ

は
か
ら
だ
の
時
計
が
昼
と
夜
を
は

っ

き
り
区
別
し
て
、
夜
に
眠

っ
て
昼
間
に

活
動
を
す
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
睡
眠
と
覚
醒
だ
け
で

な
く
、
私
達
の
体
の
体
温
や
血
圧
と
い

っ
た
自
律
神
経
系
も
、
昼
間
に
活
動
し

て
い
る
と
き
は
高
く
、
夜
休
ん
で
い
る

と
き
に
は
低
く
な
る
と

い
う

一
日
の

リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
内
分
泌
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
昼
間
に

活
動
し
て
い
る
と
き

の
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
た
め
の
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
や
、
夜
眠

っ
て
い
る
と
き

に
成
長
や
細
胞

の
新
生
を
助
け
る
役

目
を
し
て
い
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
＞」
れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
に
も
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
一
日
の
ど

の
時
間
帯
に
分
泌
さ
れ
る
か
が
決
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
夜
に

寝
て
、
昼
間
に
活
動
す
る
と
言
う
こ
と

は
、
健
康
な
生
活
を
送
る
う
え
で
最
も

基
本
的
な
こ
と
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
す
る
に
は

村
の
平
成
十
四
年
度

の
三
歳
児
健

診
の
問
診
票
よ
り
、
夜
十
時
以
降
起
き

て
い
る
児
が
七
割
以
上
も

い
る
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
、
朝
食
を
と
ら
な
い

な
ど
の
傾
向
が
、
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
に
お
よ
ば
す
影
響
が
大
き

い
こ
と

が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

生
活
時
間
が
大
人
の
生
活
習
慣
に
合

わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
は
、
乳
幼
児
期
に
確
立

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

体
に
と

っ
て
快
適
な
生
活
を
す
る

に
は
、
子
ど
も
の
体
内
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
毎
日
の
生
活

の
リ
ズ

ム
を
乱
さ
な

い
こ
と
、
特
に
成
長
期
の
子
ど
も
に
と

っ
て
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
生
活
リ

ズ

ム
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
つゝ
。

次
の
項
目
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
ひ
と

つ
で
も
多
く
明
日
か

ら
で
も
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①

早
寝
、
早
起
き

（毎
日

一
定

の
時
刻
に
、
自
分
で
起
き

れ
る
よ
う
に
。
）

②

明
る
い
光
を

（寝
室
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
お
く
と

目
覚
め
が
よ
く
な
る
。
昼
間
は
日
光
浴

を
。
）

③

規
則
正
し
壁

一置

の
食
事

（決
ま
っ
た
時
刻
に
食
事
を
。
）

④
毎
朝
の
排
便
の
習
慣

⑤

昼
間
に
は
十
分
な
遊
び
と
学
習
を

（テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
出
来
る
だ
け

少
な
く
し
、
親
子
遊
び
を
し
つ
か
り
し

よ
う
。
）

るホルモ

0備08寺 6時 121寺 438寺

al腎皮賢ホルモツ

成長木ルモシ

乳汁分l】ホルモシ
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○ウォーキング12週 F可講座 (1900～2G00 運rlりJ公図)

月/長月
○リハビリ (13Ю O～ ) ○ウニ漁禁漁
02学期始業式

Oll畜 産共進会 (laoo～ )

○村敬老会 (1400～  コミセン)

○リハビリ (ほ00～ )

○リハビリ (1よ 00～ )

○デイケア (laoo～ )

ウォー

○リハビリ (1&00～ )

○デイケア (1欲 00～ )

○北山祭
○秋分の日

○ゆいま―るll十

F康づくり事業 (渡喜に)

○ウォーキング12週 Fl講座 (1900～ 2900 運 TfりJ公口)

○湧小迎rll」 会

○うに小 今小 天小運IザJ会

Ol′こ:康相談 (&30～ ■30)

○ウォーキング12週 F4講座 (laoo～ 2000 運イブ」公図)

○親子野球大会

○住民検診 (も れ者検診)保健センター

○区長会
○健康相談 (&30～ 1130)

○ゆいま―る健康づくりと

'f業

(与那嶺)

○ウォーキング12週間講座 (1&00～ 2α 00 運動公国)

○ゆいま―るll'康 づくり事業 (呉我山)

○定例教育委員会

○ウォーキング12週間計座 (laoo～ 2ι 00 運動公園)

O風疹予防接面l(1雰 30～ 1300受付 保l′起センター)

○ウォーキング12週

○ムラ シマ講座

―ピングセミ

○ゆいま―る

(19Ю O～ 2(100 運コl」 公国)

ンター

セ ン

1()月 /ネ申無月○乙羽lll市 縮00～  中央公民館)

○村婦人ソフトバレーボール大会 (900～  村民体育館)

○健康相談 (=30～ ■30)

○ゆいま―る健局せづくり事業

○ゆいま―る健康づくり事業 (諸志)

○ウォーキング12週間講座 (1900～ 2600 迎助公国)

○ウォーキング12週間講座 (1900～2000 運rlブ」公陰1)

○一人暮らし老人激励会
○操体法 (1(100～  保健センター)

○村陸上競技大会 (前 日競技 )

○村陸上競技大会

○健康相談 (&30～1130)

○パソコンセミナー(16日 まで)○ゆいま―る健康づくり事業(占宇利)

くり事業 (今泊)

○区長会 ○婦人検診 ○ゆいま―る健局とづくり可f業 (与那欲)

○操体法 (lι 00～ 保健センター)

○ウォーキング12週間講座 (1900～ 2000 運rヴJ公国)

○健康ウォーキングの集い (盈 00～900 保健センター)

○今中迎助会

○敬老の日 ○ウォーキング12,周 問講座 (1900～2&00 運rlチJ公園)

鱒
堤
昇
咽
際

爛
中
の
初
診
弊
来
受
付
変
更
の
お
知
ら
せ

県
立
北
部
病
院
で
は
、
平
成
十
六
年
九
月

一
日
よ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

眼
科
の
初
診
に
つ
き
ま
し
て
は
紹
介
状
ご
持
参
の
方
の
み
の
受
付
に

な
り
ま
す
。
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が

ご
了
承
下
さ
い
。
な
お
、
再
診
、
救
急
患
者
様
受
付
に
関
し
ま
し
て
は
、

従
来
ど
お
り
受
付
致
し
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
立
北
部
病
院

　

弔電
話
五
二
十

二
七

一
九
（内
線

一
六
八
）
・

村
社
会
れ
祉
協
議
会

へ
　
　
ヽ

○
上
間
玲
子
さ
ん
（平
敷

一
〇
五
八
上

）よ
り
夫
、
蔵
太
郎
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
育
羮
会

ヘ

○
稲
福
博
さ
ん
（い
ナ
ン
セ
イ
・東
京
都
。今
泊
出
身
）よ
り
十
万

円

▲
八
月
十

一
日
、
宜
野
湾

市
真
志
喜
に
住
む
宮
城

光
憲
さ
ん
か
ら
、
「戦
時

中
、
字
仲
尾
次
で
母
（
マ

カ
）が
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
村
育
英
会

と
、
村
老
人
会
に
そ
れ

ぞ
れ
二
十
五
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

日
Ｂ
扁
Ｒ
判
ュ

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表

紙

撮

っ
た
の
は
旧
暦
六
月
二
日
の
大
潮
で
す
。

こ
の
日
は
多
勢
の
「ウ
ミ
ン
チ

ュ
」
が
与
那
嶺
海
岸
か
ら
リ
ー

フ
に
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

真
夏
の
日
差
し
を
気
に
も
か
け
ず
、
潮
だ
ま
り
で
魚
つ
り
を
し

て
い
た
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。



霧

Ｈ

●

玉
Ｅ
ロ
ガ

，
■
口
‘
打
打

連
覇

村
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
さ
せ
、

各
競
技
者
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
第
六
十
回
今
帰
仁
村
球
格

醐叫陀い北脚庄付龍ぼ在封範　雌

場
に
開
催
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
目

大
会
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
　

種
一

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
　

各

ス
な
ど
で
健
聞
し
た
湧
川
区
が
昨

年
に
つ
づ
き
総
合
優
勝
を
飾

っ
た
。

＞

熱
戦
を
展
開
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

決
勝
戦
（両
運
対
今
泊
）

”

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
優
勝
し
た

今
泊
チ
ー
ム

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

総
合
成
績

優
　
勝
　
湧
川
全
〓
Ｔ
五
）

準
優
勝
　
今
泊
全
三

．Ｏ
）

〓
一　
位
　
謝
・越
全

七
．Ｏ
）

村球格技大会

＝

暉

，
，　
　
■
Ｈ
Ｉ
守

p翔
|

，
４

種  目 優 勝 準優勝

バ ドミントン

男子バレー

男子バスケット

ソフトテニス

ボウリング

湧 川

両運天

今 泊

謝・越

兼・諸

今 泊

今 泊

湧 川

湧 川

今 泊
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県
立
北
山
高
校
教
師
、

村
役
場
助
役
、
県
議
会

議
員
な
ど
を
勤
め
た
大

城
秀
昭
さ
ん
（兼
次
）
の
自

叙
伝

「
い
り
ば
ん
た
」

の
出
版
祝
賀
会
が
、
七

月
十
六
日
、
梯
梧
荘
（与

那
嶺
）で
行
わ
れ
た
。

一
九
七
二
年
か
ら
十
年
間
勤
務
し
た
当
時
の
北
山

高
校
卒
業
生
と
体
育
科
教
師
が
計
画
。
か
つ
て
の
陸

上
部
員
ら
教
え
子
、
同
僚
約
五
十
人
が
お
祝
い
に
か

け
つ
け
た
。

生
ま
れ
育

っ
た
実
家
の
真
上
に
あ
る
字
兼
次
の
丘

「
い
り
ば
ん
た
」
を
表
題
に
し
た
自
叙
伝
に
は
、
生

い
立
ち
か
ら
、
二
十
年
間
の
学
校
現
場
で
の
忘
れ
が

た
い
出
来
事
、
政
治
行
政
の
足
跡
な
ど
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

祝
賀
会
で
は
、
多
く
の
教
え
子
た
ち
が
三
十
年
前

の
楽
し
か

っ
た
高
校
生
活
を
語
り
、
ま
た
、
元
同
僚

も
崎
山
海
岸
で
の
素
潜
り
漁
や
宴
会
好
き
な
ら
で
は

の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

に
ぎ
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

大
城
さ
ん
は

「本
の
出
版
を
ネ
タ
に
教
え
子
や
仲

間
が
元
気
で
集
ま

っ
た
の
が
本
当
に
う
れ
し
い
」
と

喜
び
を
述
べ
、
最
後
は
全
員
で
校
歌
を
大
合
唱
し
て

締
め
く
く

っ
た
。

密るす談雑と

雌欄
校

ん

一局
さ

山
城

北
大

▲

―カワセミ科―
4月 下旬ごろ繁殖のため南の国から渡つてくる夏鳥。
喉は自っぱく胸から下尾にかけて淡褐色で雌は雄に比べて

淡色になる。体上面は赤褐色で、南西諸島に飛来するリュウキ
ュウアカショウビンは青紫色の光沢が強く、飛び立つと腰の
水色部分が目立ちます。雑食性でヤモリやセミ、ヤ ドカリ等な
んでも捕食します。
写真は字仲尾次で撮影。奥に白つぱく見える営巣木から8

月ヒナが巣立ちました。

観察地 (村内各地 )

営巣木の情報提供 仲本義朗さん、上間エミ子さん

。      沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智 )

シリ=ズ今帰底り勁雄 ちの

アカショウビン


